
小学部高学年の児童としての役割を意識し、児童が中心となって発表活動を

つくり上げることを目指した実践事例です。 

 

単元例３ 「きらきらタイム」をしよう（小学部） 

            

ステップ１ 単元の構想（アイディア） 

 

「きらきらタイム」をしよう 

（全１０単位時間） 
他の教科等との関連 

主な学習活動 ねらい 音楽 図画工作 
日常生活の

指導 

「わくわくタイム」を

やってみよう

（１単位時間） 

・「わくわくタイム」の様子を映像で見て、

発表会のイメージをもつ。

・好きな演目や体験してみたい内容に

ついて話し合う。 

発表会の準備を

しよう

（５単位時間）

・発表会の進行の準備 

・発表の練習

 

・発表会に必要な道具や、係の仕事を覚え

て自主的に活動する。

・進行や挨拶などの役割を理解し、意欲的

に練習に取り組む。

・活動への見通しをもち、発表会への期待

感をもちながら準備をする、

・友達と仲良く係の仕事を行う。 

「きらきらタイム」

発表会をしよう

（３単位時間）

・予行練習

 ・本番 

・舞台の配置や道具の出し入れ等を含めた

発表会の練習を行い、本番への見通しや

期待感を高める。

・自分の役割を意識し、責任をもって行動

する。

・友達や保護者に見てもらうことを喜び、

自信をもって発表する。 

「きらきらタイム」を

振り返ろう

（１単位時間） 

・友達や自分の頑張ったところを認めあ

い、発表会の満足感を味わう。 

「わくわく

タイム」

体験

「わくわく

タイム」の

発表で見た

歌や踊りの

体験、練習 

発表会に必

要な道具作

り

・小道具

・会場の装 

飾

・招待状 

道具の出し

入れ、片付

けのし方

衣 装 の 着

方、たたみ

方 

 

ステップ２ 単元指導計画の作成 

児童は、小学部の集会活動「わく

わくタイム」の発表会で、６年生

と教師が踊りや歌の発表をするの

を楽しそうに見ていた。

 発表を見た後、真似をして体を

動かしたり、歌ったりしていた児

童もいたな。 

 発表会の名前は、児童に分かりやすい名前にしよう。

 児童が一生懸命取り組むきらきらした姿や、飾り付けた

発表会の舞台の様子をイメージして、「きらきらタイム」

というのはどうだろう。 
 係分担をして、準備

から児童と一緒に取り

組むことで、「自分たち

の発表会」という意識

をもつことができるの

ではないかな。 

来年度は小学部の最上級生として、

集会活動や発表会などでみんなのリー

ダーとして活躍して欲しい。

今から、みんなの前で発表したり会

を進行したりするのは、来年度に向け

たよい経験になりそうだ。 

 ５年○組の児童は、学習面やコミュニ

ケーション上の課題では実態差が大きい

が、人との関わりを楽しみ、友達に親切

にしたり、進んで手伝おうとしたりする

ところが特徴だ。

 友達と多く関わる活動で、○組の児童

の「良さ」を生かしたい。 

 「わくわくタイム」の発

表を見た経験から、発表会

へのイメージや見通しを

もって取り組めそうだ。 

○ 生活単元学習の時間で充実した活動が展開できるよう、他の教科等と

の関連を図りながら単元を構成する。

○ 他学級や学年、保護者に呼びかけ、予行演習や当日はできるだけ多く

の人に見てもらえるようにする。 

単元づくりに当たって

 ・「発表会をつくり上げる」ことを中心に単元を展開していき、児童の期待や意欲を高めていきたい。

 ・生活単元学習の時間とは別に、発表するダンスや歌は、しっかりと練習できるようにしたい。 

○さんは、発表を見ているときに

「一緒に踊りたい」と言っていた。 

学年の発表会を計画して、児童の

思いを実現させたい。 

 児童が「自分たちでやり遂げた」という気持

ちをもつために、演目の相談、道具作り、お客

さんの招待など、発表会の準備を児童と一緒に

行っていこう。 

「自分たちで発表活動をつくり上げる」ことをテーマにしよう。 
 

単元名  「『きらきらタイム』をしよう」 

保護者会の日

に設定 

期待する児童の姿

・準備や片付けを進んで行い、発表会を自分たちでやり遂げようとする姿。

・自分の係や役割を理解し、責任をもって取り組む姿。

・自信をもって発表し、充実感や達成感を味わう姿。 
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＊ 招待状作りでは、児童がそれぞれの力

を発揮できるように、平仮名を書く子、

なぞり書きをする子、文字シールを貼る

子、飾り付けをする子など役割分担をし

て、みんなで一枚の招待状を仕上げまし

た。 

  作成した招待状は、各家庭に持ち帰り

保護者に渡したり、休み時間などを使っ

て、他学年の先生に招待状を届けたりし

ました。どの児童も招待状作りに関わっ

たことで、「自分がつくった招待状」と

いう意識をもって届けることができま

した。 

発表会の準備 

発表会の係分担 

 あいさつ係

 めくりプログラム係

 準備・片付け係 

＊ 緊張しがちな児童のために、事前に挨

拶を録音し、当日困ったときにはボタン

を押すことを係の児童と話し合ってお

きました。事前に準備しておいた安心感

から、当日はしっかりと挨拶の役割を務

めることができました。 

＊ 図画工作の時間に、会場の装飾

品や、踊りのときに使う大きな旗

などを作りました。 

「きらきらタイム」発表会 

＊ 衣装のはっぴや豆しぼり

を自分たちで準備し、片付け

ることができるように、専用

のボックスを作りました。

  教師が一つ一つ指示をし

なくても、自分たちで衣装の

準備や片付けができるよう

になりました。 

＊ 係の仕事は複数で行い、友達

と一緒に行動し、力を合わせて

取り組む場面をもてるように

しました。進捗状況は、全員で

確認できるようにホワイトボ

ードに示しました。 

＊ 本番の発表では、大勢

のお客さんを前に、緊張

していたようですが、い

つもの練習どおりに発

表することができまし

た。

  発表後、他の学年の友

達や先生、保護者から感

想を聞く場面をつくり、

多くの人からお褒めの

言葉をもらいました。 

児童が主体的に活動できるようにするためには、児童が動きやすいように物の置

き場所を考えたり、一人一人の児童が自分でできるための教材の工夫をしたりする

ことが必要だということが分かりました。

発表会を終えた後の一人一人の満足そうな表情が印象的でした。 

ステップ３ 授業実践 ～ 一人一人が「できること」を発揮するための支援の工夫～ 

＊ 練習では、準備や片付けも毎回自

分たちで行いました。発表当日、い

つものように自分たちで準備をす

る姿に、保護者やお客様から「すご

いね」と驚かれました。 
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